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令和７年１２月号 

奄美市立赤木名小学校 学校便り 
 

赤木名小学校ブログ 

 12月１日から12月10日まで，校内人権週間でした。８日には,全校

児童で集まり,人権集会を開きました。先生の話を聞いたり,みんなで体

を動かしたりしながら,自分も友達も大切にするということについて学び

ました。また，全学年で人権標語の作成にも取り組みました。この１週間

は，人権についてあらためて考えるよい週間となりました。人権集会で発

表した標語をご紹介します！ 
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 12 月５日に，校内持久走大会がありました。当日は，保護者や地域の

方からの多くの応援を受け，子どもたちは練習の時以上に力強い走りを

見せてくれました。立哨や伴走にご協力いただきました PTA 保体部の皆

様，地域の方に重ねてお礼申し上げます。 

 

 学年 名前 学年 名前 学年 名前

濵﨑　歩夢 大津　紬仁 福永　智淳

原口　ねね 春山　結美 國塚　紗南

三井　義樹 大野　捷 大野　尊

服部　芽依 大城　初音 阿久津　詩央

５年

６年

各学年１位の紹介

☆５年　福永智淳さんは,新記録です。

１年

２年

３年

４年

〇女子 100ｍ 
   〇〇 〇〇き 14秒 52（１位） 
〇女子 800ｍ 
   〇〇〇 〇央 ２分 55秒１（４位） 
〇男子走り高跳び  
〇〇 〇理 １ｍ28㎝（２位） 

〇男子走り幅跳び 
   〇〇 尊 ３m74㎝（２位） 
〇男子 60ｍハードル 
   〇〇 〇元 11秒 64（２位） 
〇400m リレー 
男子（〇島,〇野，〇永，〇田） 

59秒８５（５位） 
女子（〇袋，〇留，〇〇津，〇口） 

１分３秒 99（５位） 
 

日 曜日 行　　事

8 木 始業式　　ＰＴＡ朝のあいさつ運動（立哨）

10 土 土曜授業　　家庭教育学級

14 水 鹿児島学力・学習状況調査（５年）

15 木 鹿児島学力・学習状況調査（５年）

16 金 避難訓練（火災）

21 水 学力検査（１～６年）

22 木 学力検査（１～６年）

29 木 社会科見学（３年）

30 金 赤木名中学校入学説明会（６年）

１月の主な行事予定

                   

 

  11月下旬頃から，ガジュマルの樹に登って朝のひとときを過ごす子どもたちが増えた(高く登り過ぎると枝が細

くなっており，また揺らしすぎるのも転落の可能性があるため，そこは禁止している)。昨今，子どもたちの遊び時間

も場所も減り，身体を動かしたり，考えて工夫して遊んだりすることが減っている。ガジュマルに登るには，腕力，脚

力，足を置く場所，次につかむ場所…いろいろと考えて動かなければならない，友達の動きを見て学ぶことも多い

とみえる。そして，この遊びのために，以前より登校時刻が早まっている子どもたちもいる。最初に，朝登り始めた

子どもたちにどうして登ろうとしたのかを聞くと，以前はブランコに乗っていたが，少しつまらなく感じて，その時に

ガジュマルが目に入ったそうである。そして，ガジュマルに登って身を隠し，通りかかる先生方や子どもたちにあい

さつしたり，鳥の鳴き声をまねて聞かせたり…そんな遊びに発展し，チャレンジャーが次々と登るようになった。 

そして，その後はボランティアの時間に職員駐車場のイチョウの落ち 

葉掃除をしてくれている。「いつになったらイチョウの落ち葉が全てなく 

なるか？」そんなことも考えながら短時間でがんばってくれている。「落 

ち葉を集めるだけでなく，その後は，集まってしまった砂をコンクリート部 

分からはきだしきれいにする」と考えついた子どもがいて，数人で取り 

組んでいた。「自分たちで考える」ということが苦手な子どもたちが多 

いのだが…自分たちで工夫している姿が嬉しかった。 

 

 

  市の小・中学校音楽発表会があった。本校からは３・4年生の八月 

踊り。運動会までの赤木名八月踊り保存会の皆様のご指導に始まり， 

各集落行事への参加，音楽発表会に向けての練習を積み重ねていくことで，なかなか素晴らしい仕上がりとな

り，来場された多くの方々を感動させた。⇒学習発表会【R8.2.19(木)】で披露 

12 月に 1 年生の子どもたちが昼休みにちぢんを借りに来た。「里集落の忘年会で八月踊りをすることになっ

たので練習したい」とのことであった。昼休みだけではたりず，朝から練習している子どももいた。保護者が提案し

たかと思うが，実際のできばえも素晴らしかったとのことである。 

大人に憧れて 6年生がちぢんをたたき，その姿に３・４年生が憧れ，その姿に 1年生が憧れてトライしていく。子

どもたちが様々な場面で満足することができている。この成功体験が次の何かのモチベーションにつながってい

く。地域と家庭と学校がそれらの役割を果たしながらつながることで環境が整ってきた。そして，小中学生時代に

このような郷土に関する体験を積み重ね，満足していくことでシマッチュとしてのアイデンティティーが育つ… 

奄美市まなびフェスタでは「キバレ★あまみっ子～島口による夢の発表～」に選ばれた 6 年〇〇〇〇〇さんが

「奄美が育んでくれた心」を発表した。〇〇〇さんは，「シマで学んだこと，シマで教わったことをいつしか教員とな

り，シマに恩返しとして子どもたちに伝えていきたい。」と語った。〇〇〇さんと同じような思いを抱いている子どもた

ちは他にもいるはずだ。この子どもたちが多様な他者とつながりながら，奄美を盛り上げる人へと成長していくこ

とが楽しみである。 

 

 

 

冬はつとめて「冬は早朝が(趣があって)良い」【枕草子】 

校長 中島 朋子 

 

１１月 10日の家庭教育学級は,奄美道の島太鼓
の皆様の演奏と体験活動です。地域の皆様もぜ
ひお越しください！ 
１３：００～１４：００ 赤木名小体育館です。 


